
熊本地震災害多言語支援 
センターの活動に参加して 

隣に住んでいる外国人 

２０１８年６月２２日 
荒川区国際交流協会 

多文化共生マネージャー 
 山浦 育子 
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自己紹介 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
上海出身、元小学校の国語教師です。
来日２８年で、留学、結婚、育児を経て、
２００７年（平成１９年）荒川区文化交流推進課の非常勤職員として採用され、以来区内在住の外国人住民の日本語支援、多文化共生に携（たずさ）わってきました。
多文化共生マネージャー、略してタブマネとは、
一般財団法人　自治体国際化協会認定の資格で、対象は自治体職員、国際交流協会職員、ＮＰＯなど、前期と後期計１０日間研修を受けて、タブマネになれます。
タブマネは各国各地で日々活動しています、201８年１月１９日現在全国で４７７人の認定者がいます。
関東は８８人で、東京都は１８人、
私は2013年（Ｈ25年）タブマネになりました。
MLに通して、情報発信や情報交換をしています。




荒川区の国際化状況 
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23区上位５位別人口総数に占める在住外国人の割合 
平成30年1月1日現在 

地域 外国人の割合  人口総数   うち外国人の人口  
新宿区 12.2%             342,297                            41,704  
豊島区 10.0%             287,111                            28,792  
荒川区 8.6%             214,644                            18,409  
港区 7.9%             253,639                            19,972  

台東区 7.5%             196,134                            14,690  
都全体 3.8%         13,637,348                           522,897  

住民基本台帳による世帯と人口（東京都総務局）を元に作成 

※割合の高い順に掲載しています。 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
東京都の人口は知ってますか？
では、外国人の人口は？割合は何パーセント？



荒川区在住の外国人 

総人口 
２１5,4４1人 
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平成30年６月１日現在 

割合：8.8% 

外国人 

総人口 

外国人：18,895人 

総人口：215,523人 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
先ほど、東京都全体の割合が3.8%ですが、、荒川区は8.8%となっています。



荒川区の国別順位 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
中国：7,084人、韓国・朝鮮：5,455人、ベトナム：2,081人、ネパール：1,154人、ミャンマー：535人、フィリピン：529人、
在留資格の上位5位の順は、
1位：永住者、2位：留学、3位：特別永住者、4位：技能・人文知識・国際業務、5位：家族滞在
特別永住者：在日朝鮮人・韓国人・台湾人といいます。
技能・人文知識・国際業務とは、機械工学などの技術者等、通訳、デザイナー、語学講師等




荒川区国際交流協会の取り組み 
 日本語教室・サロン 
 ・昼教室平均人数 学習者：34人、ボランティア：33人 
 ・夜教室平均人数 学習者：40人、ボランティア：31人 
 
 日本の文化体験 
 ・茶道教室（年４回） 
 ・華道教室（年２回） 
 ・浴衣体験＆日暮里・谷中散策 
 
 言葉の支援 
 ・通訳ボランティアの養成、派遣 
 ・語学講座：①おもてなし講座（東京都主催、英語） 
       ②おもてなし中国語入門講座（年４回） 

 
 イベント 
 ・国際交流バスハイク 
 ・世界の料理教室（年２回） 
 ・日本語スピーチ大会 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
私が担当している事業：日本語教室、華道教室、通訳ボランティアの養成・派遣、中国語講座、バスハイク、スピーチ大会など。また、協会の会員登録、会計、ボランティア保険などの事務も担当しています。
日本語教室・サロンは年間３学期を開催しています。日本語ボランティア養成講座も年間１８回開催しています。
今年度から、茶道は年間4回、華道は年間2回開催する予定です。
国際交流バスハイクは大変人気があります。毎年、国内交流都市に行っています。去年は秩父の長瀞でライン川下りをして、また秩父のまつり会館も見学しました。
日本語スピーチ大会は、教室・サロンの受講生だけではなく、区内にある日本語学校の留学生も参加していただいて、日ごろ日本語の学習成果を発表する場を提供しています。



災害時に外国人が困ること 
ことばの壁 
 

 
 
制度の壁 

 
 
 

こころの壁 

災害時特有
のことば 

在留資格、 
手続き… 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
災害時に外国人住民が困ることは何だと思いますか？
災害時特有の言葉とは、例：
「地震が発生しました、津波に警戒してください。」「高台に逃げてください。」
津波って何？高台って何？
在留資格：日本人配偶者等、永住者、定住者、留学、技能実習生など２７種類があります。
※定住者：日系３世、日系２世の配偶者




熊本地震の概要 
 ○前震  
  発生日時：2016年4月14日（木） 
       21時26分 
  規模：マグニチュード6.5 
  熊本市内震度6弱（県内最大震度7、益城町） 
 
○本震 

  発生日時：2016年4月16日（土） 
       01時25分 
  規模：マグニチュード7.3 
  熊本市内震度6強（県内最大震度7、益城町） 
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熊本市の人口と在住外国人の状況 

人口 

外国人 

割合 

平成28年3月31日 

732,713人 

4,497人 

割合：0.6% 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
多い順国籍：中国２千人ほど、韓国・朝鮮５百ぐらい、フィリピン１００ぐらい、ベトナム１００ぐらい、米国１００ぐらい、ネパール６十何人。
多い順在留資格：永住者、留学生、日本人の配偶者



熊本地震の状況（写真１） 
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熊本地震の状況（写真２） 
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熊本地震災害多言語支援センター 
主体：一般財団法人熊本市国際交流振興事業団 
   （KIF) 
 

拠点：熊本市国際交流会館 
 

避難所の運営：4月15日～4月30日 
 避難者数 
 4月15日：韓国人3人、日本人１人 
 4月16日：147人（うち外国人38人を含む） 
 

災害多言語支援センター開設： 
 4月20日～11月30日 12 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
熊本地震発生後、タブマネMLからまず状況を知り、その後派遣するという知らせがありました。
特に英語、中国語、韓国語の翻訳できる人が必要としていて、
私も実際に被災現場を見てみたいという気持ちもありましたので、手を挙げました。
熊本に着いて３、４日後に、KIFで中国語相談員をしている楊さんにお会いしました。彼女も被災者で、自宅は住めない状態で、避難所もいっぱいで、家族４人は車の中で避難生活を送ったそうです。ちょうどGW連休で、タブマネが来てくれたおかげで、自宅を少し片付けられたそうです。



熊本市国際交流会館の様子１ 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
熊本市国際交流会館は熊本城の前にそびえ立つ７階の建物です。
地震後、熊本城は甚大な被害を受けましたが、幸い会館は無事でした。




熊本市国際交流会館の様子２ 
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熊本市国際交流会館の様子３ 
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熊本市国際交流会館の様子４ 
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支援活動 
期間：5月1日～5月5日 

 

内容：災害多言語支援センターにて翻訳、通訳 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
５月１日、私が到着した日は、第１回外国人住民の生活相談会を開催されました。
およそ８０名の外国の方々が相談会場に来ていました。実際に相談会に参加した人は、２０組４８件でした。相談内容は、主に居住関係（１６件）が一番多く、次に法律、保険、在留資格、罹災証明書の発行などです。国籍は、フィリピン、インド、バングラディシュ、スリランカ、インドネシア、イギリス、アメリカ、タンザニア、エジプト、中国、ネパール、ブルガリアの計１２か国でした。
午後は、外国人の生活に関わる資料を中国語へ翻訳することになり、「ごみ収集について」の翻訳をチェックし、「住宅補修の相談」と「悪徳商法にご注意」を翻訳しました。
私が熊本に着いた日には、福岡県、佐賀県、三重県、横浜市、相模原市、東広島市からおよそ１０人のタブマネが来ていました。会館の職員（事務局長も含め）と毎日、朝、昼、晩と３回ミーティングを行い、日々会館で起きている情報を共有しています。
毎日４～５人入れ替わって、事務局は常に１０人がいます。




災害多言語支援センター写真1 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
翻訳した情報を整理し、見やすいように工夫をしました。



災害多言語支援センター写真２ 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
作業の様子



災害多言語支援センター写真３ 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
避難所を巡回しました。
会館中の会議室を使って、寝泊りをしていました。もちろん、寝袋は持参です。
私の前に支援に行ったタブマネは非常食をたくさん持参し、私もいただきました。
避難所巡回の時に、ビブスを着て、前は「熊本国際交流協会」と書いてあります。



多言語情報の配信 
配信情報： 
 災害対策本部提供情報、公共機関の 情報など 
 
言語： 
 やさしい日本語、英語、中国語、韓国語 
 
提供媒体： 
 ＨＰ、facebook、熊本市役所イントラネッ
ト、国際交流会館、避難所への掲載等 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
やさしい日本語はとても大事です。
やさしい日本語とは何でしょうか？（時間があれば、別紙を配布して、みんなで考えましょう。）
避難所にいるお年寄りの方から「とても分かりやすい」と好評を得ました。



やさしい日本語に直してみよう 
  今朝、７時２１分ごろ、東北地方で
強い地震がありました。気象庁では、
今後もしばらく余震が続くうえ 、やや
規模の大きな余震が起きるおそれもあ
るとして、地震の揺れで壁に亀裂が
入ったりしている建物には近づかない
ようにするなど、余震に対して十分注
意してほしいと呼びかけています。 

22 出典：弘前大学 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【時間の余裕があれば練習します】



やさしい日本語 
①今日 朝 ７時 ２１分 東北
地方で 大きい 地震が ありま
した。  
➁余震 （後で 来る 地震） に 
注意して ください。  
③地震で こわれた建物に 注意
して ください。  
④この後も 注意して ください。 

23 出典：弘前大学 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
① 「今朝」は、やさしい日本語文では｢今日、朝」と表現されます。    
他にも
「重傷」→「大きい  けが」
「重体」→「いのちが  あぶない」
「出火」→「火事に  なる」
「消火」→「火を  消す」
「食料の配給」→「食べ物を  もらうことが  できる」
  といったように、外国人にわかりやすい表現を使います。
② 「気象庁」という語は難しいだけでなく、情報としても、重要性が低いので省きました。
③ 外国人にわかりにくいことばのうち、ニュースなどで何度も使われることばは、覚えた方が良いので、簡単なことばだけを使わないで、もともとのことばと一緒に使います。
  他にも「避難所」→避難所＜みんなが  逃げる  ところ＞
「炊き出し」→炊き出し＜温かい  食べ物を  作って   配る＞
「停電」→停電＜電気を  使うことが  できない＞
「通訳」→通訳＜外国語の  わかる人＞
「震源地」→震源地＜地震の  中心の  ところ＞
「津波」→津波＜とても  高い  波＞
  災害が起ったときに使われることばを例にすると、このように使います。
④ 「やや規模の大きな余震が起きるおそれもあるとして」は、語も表現も難しくなっています。もっと大きな地震が起きるように聞こえてしまう可能性があり、誤解を招きやすい表現なので省略しました。
⑤ 「壁に亀裂が入ったりしている建物」は「亀裂が入る」がわかりにくいので、「地震で   こわれた  建物」にしています。
⑥ 「十分注意してほしいと呼びかけています」 は、文末表現も複雑でわかりにくい表現になっています。「この後も   注意して   ください」という一文を余震情報の後に付け加えて、注意を喚起しています。
  このようにして、普通の日本語文（ニュース文・新聞記事）などを やさしい日本語 に直すことができます。



直ししてみましょう 
余震 
→あとで 来る 地震 

 
避難所 
→みんなが 逃げる ところ 
 
炊き出し 
→温かい 食べ物を 作って 配る 
 
今朝７時７分に関東地方中心に広い範囲で強い
地震がありました。 

→きょうの あさ ７時７分 関東地方で 大
きい 地震が ありました。 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【時間があったら、みんなで練習します】



配信情報の内容 
生活 
 交通 
 建物の危険度判定 
 地域災害ごみの収集 
 電気料金の支払い期限 
 延長と免除 
 学校の再開 
 健康保険証なしで受診 
 できます 
 被災者生活支援金の支給 
 生活支援制度一覧 

など 

手続き 
 市営住宅の入居申請 
 市税申請・納付の期限延長 
 り災証明書 
 ボランティアの依頼 

など 
 

その他 
 スマートフォンでの音声翻訳 

など 
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被災者支援情報一覧 
№ 作成日 分類

ぶんるい

　項
こう

　目
もく

 （分類
ぶんるい

：生活
せいかつ

・交通
こうつう

・手続
てつづき

・ボランティア・その他
た

）

1 Ｃ 手続
て つ づ き

市営
し え い

住宅
じ ゅ う たく

の入居
に ゅ う き ょ

について

1-2 2016.4.28 手続
て つ づ き

市営
し え い

住宅
じ ゅ う たく

の入居
に ゅ う き ょ

申請
し ん せ い

について(受付
う け つ け

時間
じ か ん

変更
へ ん こ う

）

2 2016.4.23 手続
て つ づ き

自動車
じ ど う し ゃ

関係
か ん け い

の税金
ぜ い き ん

の減免
げ ん め ん

について

3 2016.4.23 手続
て つ づ き

運転
う ん て ん

免許証
め ん き ょし ょう

の再交付
さ い こ う ふ

について

4 2016.4.23 手続
て つ づ き

自動車
じ ど う し ゃ

　車検
し ゃ け ん

有効
ゆ う こ う

期限
き げ ん

の延長
えん ち ょう

について

5

6 2016.4.23 生活
せ い か つ

電気
で ん き

料金
りょう き ん

に関
か ん

する特別
と く べ つ

措置
そ ち

について

7 2016.4.23 生活
せ い か つ

西部
さ い ぶ

ガス　ガス料金
りょう き ん

に関
か ん

する特別
と く べ つ

措置
そ ち

について

8 2016.4.23 生活
せ い か つ

年金
ね ん き ん

に関
か ん

する問
と

い合
あ

わせについて

9 2016.4.24 生活
せ い か つ

熊本
く ま も と

市
し

の学校
が っ こ う

の再開
さ い か い

について

10

11 2016.4.24 生活
せ い か つ

被災
ひ さ い

された方
か た

へ　民間
み ん か ん

賃貸
ち ん た い

住宅
じ ゅ う たく

について

12 2016.4.24 生活
せ い か つ

法律
ほ う り つ

や税
ぜ い

等
な ど

の相談
そ う だ ん

13 2016.4.24 生活
せ い か つ

「水
み ず

が出
で

ない方
か た

専用
せ ん よ う

コールセンター」の設置
せ っ ち

について

14 2016.4.23 生活
せ い か つ

宿泊
し ゅ く はく

施設
し せ つ

について

15 2016.4.25 生活
せ い か つ

保険
ほ け ん

証
しょう

なしで医療
い り ょ う

機関
き か ん

を受診
じ ゅ し ん

できます
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被災者支援情報一覧 
№ 作成日 分類

ぶんるい

　項
こう

　目
もく

 （分類
ぶんるい

：生活
せいかつ

・交通
こうつう

・手続
てつづき

・ボランティア・その他
た

）

16 2016.4.26 生活
せ い か つ

ガスの使用
し よ う

について（お願
ね が

い）　熊本
く ま も と

地震
じ し ん

によりガスが使
つ か

えなくなった人
ひ と

へ

17 2016.4.26 ボラ 災害
さ い が い

ボランティアを依頼
い ら い

される人
ひ と

へ

17-2 2016.4.26 ボラ 災害
さ い が い

ボランティアを依頼
い ら い

される人
ひ と

へ（受付
う け つ け

時間
じ か ん

変更
へ ん こ う

）

18 2016.4.26 生活
せ い か つ

地震
じ し ん

後
ご

の建物
た て も の

の確認
か く に ん

について（応急
お う き ゅ う

危険度
き け ん ど

判定
は ん て い

について）

19 2016.4.26 生活
せ い か つ

エコノミー症候群
し ょ う こ う ぐ ん

に気
き

を付
つ

けてください！！

20 2016.4.26 生活
せ い か つ

悪質
あ く し つ

な業者
ぎ ょう しゃ

に気
き

を付
つ

けましょう

21 2016.4.26 生活
せ い か つ

診療
し ん り ょう

可能
か の う

な医療
い り ょ う

機関
き か ん

、歯科
し か

医院
い い ん

、薬局
や っき ょく

22 2016.4.27 手続
て つ づ き

市
し

税
ぜ い

の申請
し ん せ い

・納付
の う ふ

等
な ど

の期限
き げ ん

の延長
えん ち ょう

について

23 2016.4.27 生活
せ い か つ

4月
が つ

22日
に ち

（金
き ん

）以降
い こ う

のごみの収集
しゅうしゅう

について

24 2016.4.27 生活
せ い か つ

避難
ひ な ん

所
し ょ

における感染症
かん せん し ょう

予防
よ ぼ う

について

25 2016.4.27 手続
て つ づ き

り災
さ い

証明書
し ょ う め い しょ

について

26 2016.4.28 生活
せ い か つ

スマートフォンで音声
お ん せ い

翻訳
ほ ん や く

ができます

27 2016.4.28 生活
せ い か つ

臨時
り ん じ

託児
た く じ

サービスを実施
じ っ し

します

28 2016.4.29 手続
て つ づ き

仮設
か せ つ

住宅
じ ゅ う たく

（民間
み ん か ん

のアパート）の申
も う

し込
こ み

みができます

29 2016.4.29 生活
せ い か つ

ガスの栓
せ ん

を開
ひ ら

きます

30 2016.4.29 生活
せ い か つ

民間
み ん か ん

アパートを借
か

りることができます

27 



被災者支援情報一覧 
№ 作成日 分類

ぶんるい

　項
こう

　目
もく

 （分類
ぶんるい

：生活
せいかつ

・交通
こうつう

・手続
てつづき

・ボランティア・その他
た

）

23-2 2016.4.30 生活
せ い か つ

ごみの収集
しゅうしゅう

について

31 2016.4.30 生活
せ い か つ

平成
へ い せ い

28年
ね ん

度
ど

地震
じ し ん

被災者
ひ さ い し ゃ

支援
し え ん

制度
せ い ど

（目次
も く じ

）

32 2016.4.30 生活
せ い か つ

避難所
ひ な ん じ ょ

の無料
む り ょ う

WiFi　不正
ふ せ い

アクセスに注意
ち ゅ う い

！！

33 2016.4.30 手続
て つ づ き

雇用
こ よ う

促進
そ く し ん

住宅
じ ゅ う たく

の申
も う

し込
こ

みができます

13-② 2016.5.2 生活
せ い か つ

「水
み ず

が出
で

ない方
か た

専用
せ ん よ う

コールセンター」の設置
せ っ ち

について（追加情報
つ い か じ ょ う ほ う

）

34 2016.5.1 手続
て つ づ き

熊本
く ま も と

地震
じ し ん

による被災者
ひ さ い し ゃ

生活
せ い か つ

再建
さ い け ん

支援金
し え ん き ん

が支給
し き ゅ う

されます

35 2016.5.1 生活
せ い か つ

　  悪徳
あ く と く

商法
し ょう ほう

について相談
そ う だ ん

できます（熊本
く ま も と

県庁
け んち ょう

からのお知
し

らせ）

36 2016.5.1 生活
せ い か つ

　  スポーツ施設
し せ つ

の開放
か い ほ う

状況
じょうき ょう

について

37 2016.5.1 生活
せ い か つ

　  住宅
じ ゅ う たく

の補修
ほ し ゅ う

を相談
そ う だ ん

できます（国土
こ く ど

交通省
こ う つ う し ょ う

からのお知
し

らせ）

38 2016.5.2 生活
せ い か つ

    熊本市
く ま も と し

休日
き ゅ う じつ

夜間
や か ん

急患
き ゅう かん

センターの診療
し ん り ょう

対応
た い お う

について

39 2016.5.2 手続
て つ づ き

被災
ひ さ い

住宅
じ ゅ う たく

を応急
お う き ゅ う

修理
し ゅ う り

します

40 2016.5.2 生活
せ い か つ

　外国語
が い こ く ご

対応
た い お う

の病院
び ょう いん

が検索
け ん さ く

できます

41 2016.5.3 生活
せ い か つ

「拠点
き ょ て ん

避難所
ひ な ん じ ょ

開設
か い せ つ

」のお知
し

らせ

42 2016.5.2 生活
せ い か つ

公立
こ う り つ

小中学校
しょう ち ゅ う がっ こう

の全面
ぜ ん め ん

再開
さ い か い

について

43 2016.5.2 生活
せ い か つ

熱中
ねっち ゅう

症
しょう

に注意
ち ゅ う い

しましょう！

44 2016.5.3 生活
せ い か つ

外国
が い こ く

人
じ ん

のための電話
で ん わ

無料
む り ょ う

相談会
そ う だ ん か い

（通訳
つ う や く

付
つ

き）

45 2016.5.5 生活
せ い か つ

児童育成クラブを再開します

28 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
緑色に塗っている番号の部分は、私がチェック、翻訳したものです。



翻訳した中国語 熊本市国际交流振兴事业团 

   2016．5．3 

第041报（生活） 

 
开设“基地避难所”的通知 

  
 熊本市现开设的180处避难所将总括为18处。 

 让大家迁移到大规模的“基地避难所”，有利于进一步集中精力完 

善支援体制。 
 基地避难所从5月8日（周五）开始接纳。优先照顾还想继续避 

难的人。是否想继续避难，市（区役所）的工作人员将进行意向调 

查。请直接向担当者询问。 
  
 基地避难所的联系方式 

中央区 （096）328-2610   

勤労者福祉センター（サンライフ熊本）、大江公民館、男女共同 

参画センターはあもにい、総合体育館 29 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
情報の出所は右上、日付、ナンバーも。
フォントは１２、タイトルはSimHeiで１８、連絡先は日本語のままでルビつき。
パワーポイントの関係で、ここでは、ルビの表示を取りました。また、固有名詞は翻訳しない、そのまま日本語表記にしています。




活動から感じたこと 
多言語対応の役割 
  
 避難所でのエピソード 
 
「ことばの支援」は、安心感をもたらす。 

 
必要な人に情報を届ける。 

 
外国人コミュニティとのつながり、日ごろ
から信頼関係が力を発揮する。 

30 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
エピソード：
　５月２日（月）の午後、会館の職員とタブマネ２人で一緒に避難所である江原（こうげん）中学校に行きました。≪次のスライド≫
　この避難所には、中国から高齢のご夫婦が避難しており、日本語が全く分からないそうです。
　当時、市内１０８の避難所が５月８日から１８か所に縮小することになっているため、中国語で説明するようと頼まれました。
　避難所に着いて、お爺ちゃんだけいました。
【グループワーク①】：このような状況で、あなたならどうしますか？どういった態度をとりますか？（５分話し合い、発表５分）
　まず、どこから避難して来たのか、家族構成等の質問をしました。
その時、傾聴の姿勢が大事です、私はあなたの味方ですよという態度を示します。
お爺ちゃんの話しによると、日本に住む孫に会いに来日していたのですが、被災しました。娘夫婦が昼間会社に行くため、奥さんとお孫さん昼間避難所で過ごしています。夜は娘夫婦の自宅に戻ります。この避難所が５月８日以降に別のところへ移動する必要があると説明したところ、お爺ちゃんは５月７日にお爺ちゃん孫を連れて帰国するとのことでした。
さらに、避難所での生活で不便なところはありますかと聞いてところ、笑顔で「ここはとても良いところです！職員のみなさんがとても親切にしてくれて、何も不便なところがありません。みなさんに感謝します！日本政府に感謝します！」と言っていました。後で聞いたところ、この高齢のご夫婦は避難生活の中で一度も笑顔を見せなかったのですが、今日は笑顔を見ることができて、職員の皆さんが安心したとのことでした。言葉を通じる人が来てくれて、少しだけ母語で話すことができて、短い間だが、ほっとしたと思います。
≪スライドを戻す≫
【グループワーク②】：考えてみてください。多言語対応の役割は何でしょうか？（５分話し合い、発表５分）






避難所訪問：江原中学校 

31 



外国人住民による炊き出し１ 

32 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
外国人が炊き出しを行っています。こちらはフィリピンコミュニティです。




外国人住民による炊き出し２ 

33 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
パキスタンの方がおいしいカレーを作ってくれました。
KIFが平時から様々な取組を通して、外国人コミュニティとのつながり、日ごろから信頼関係を構築されてきたこそ、災害時にもかかわらず、外国人コミュニティが積極的に動いていて、多くの協力を得ました。



34 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
おいしいカレーとデザートです。



ご清聴ありがとうございました！ 35 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
熊本地震の支援活動を通して、自分の目で災害時の様子を確認でき、このような状況で支援活動をどのように展開するかのヒントを得ることができました。
私は、非常に良い経験をしましたので、今後の仕事に活かしていきたいと思います。
最後にもう１つ、ぜひ伝えておきたいことがあります。
熊本空港で飛行機へ乗る前に、感動の一幕を目の当たりにしました。
空港の職員が炎天下の中、整列し乗客に手を振っていました。
彼らも被災者なのに、熊本の支援に携わった人々に感謝の意を表しており、私はとても感動しました。思わず涙が溢れてきました。
私はこの感謝と感動の気持ちを胸に飛行機に乗りました。
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